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言えよう．心理療法には内的な問題をきれいに “なくす” のではなく，問題を “深める” ことに
よってその人なりの “こたえ” を出していくことが目指される．となれば本研究の結果から，心
理学を学ぶこと自体には心理療法的な側面があることが推測される．また「内的なもののため」
の下位概念として「自己愛のため」，「楽しさ」があったことを考えると，問題の解決とはまた別
に，心理学には内的な充実感をもたらす側面があると考えられる．つまり心を扱う学問である心
理学は，それを学ぶ人の心にも大きく作用するものがあるといえる．心理学は必ずしも学ぶ人自
身の問題解決のためにあるものではないが，学生達の期待通りに，実際に学ぶ人に働きかける側
面があるということは重要な点である．今後は実際にどのような心理学の側面が動機の達成につ
ながったのかについて詳細な検討をすることが求められる．
　また「仕事のため」，「適性のため」を動機とする者は，全て「動機の継続」となった．「仕事のため」
については，仕事のためのスキル・知識を身につけることが動機であるため，その達成の目安に
なるのは就職してからとなるためであろう．また「適性のため」についても，本調査の結果でこ
の概念に含まれた学生は専攻が職業とセットになっているため，実際に就職しなければ動機の達
成がされたと判断されにくかったからだと思われる．
５．まとめ
　本研究は①自己の否定的経験を解決する手段として心理学が選ばれることがあるが，ではそも
そも心理学にはどのような期待がなされているのかを，心理学系学生と非心理学系学生との比較
から検討すること，②どのような動機が心理学専攻と結びつき，また心理学を学ぶことでその動
機がどのように達成されていくのかについてのプロセスを検討することの２点を目的として，質
問紙調査と面接調査を行った．①については心理学には資格取得がより心理学系学生に期待され
ること，一般的に自己理解より他者理解が期待されることがわかった．②については心理学系学
生は内的なものが動機となり，その動機が心理学によって達成されていくことがわかった．今後
は心理学を学ぶ中で動機がどのように変化して達成されていくのかについて，他専攻とも比較し
ながら詳細に検討したい．
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